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第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異に関するお知らせ第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異に関するお知らせ第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異に関するお知らせ第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異に関するお知らせ    
    
    

 平成 23 年２月 10 日に公表しました平成 23 年 12 月期第２四半期連結累計期間業績予想（平成

23 年１月１日～平成 23 年６月 30 日）と本日公表の同期間の実績値に下記のとおり差異が生じ

ましたので、お知らせいたします。 

なお、平成 23 年 12 月期通期連結業績予想につきましては、本日公表の平成 23 年 12 月期第２

四半期決算短信に記載のとおり従来の予想からの修正はありません。 

 
記 

 

１． 平成 23 年 12 月期第２四半期連結累計期間業績予想と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 6,721 58 57 37 5 18  

実績値   （Ｂ） 7,147 △13 10 7 1  00  

増減額 （Ｂ－Ａ） 426 △71 △47 △30 － －  

増減率（％） 6.3 － △82.4 △80.7 － －  

（ご参考） 
前期第２四半期実績 6,076 9 25 148 20 30  

 

２． 差異の理由 

  当社グループは、対処すべき課題である「主要マーケットにおける競争力強化と力を活かせ

るマーケットを開拓し、どのような環境下においても会社として成長していける基盤を構築す

ること」の実現に向け、売上高の永続的な増大を図るべく、顧客数やメンテナンス店舗数の拡

大に注力して参りました。この結果、売上高は予想を上回ることができました。 

しかしながら、優良な新規顧客への参入初期での低粗利による政策的受注を実施したこと、

及び震災以降６月末頃まで当社開発の省エネ機器に使用する粗利率の高いインバータ部品の

供給停止・遅延があり受注制限せざるを得なかったこと等により、計画比で粗利率が低下いた

しました。この結果、営業利益・経常利益・四半期純利益は予想を下回ることとなりました。 

 

以 上 


